














































国民政府が用意した調査報告Okinawans in Latin 












































そのうち 3800 枚の分析結果を示し、3 節では東京での
医療救護の過程を幅広く展望する。














彼らの希望調査、11 月 15 日の
避難者調査などをたどる。
第５章「震災義捐金を活かす」
では１節で震災以前の義捐金のありかた、２節では前章
と同様な史料を用いながら地方庁による義捐金、３節で
は大震災善後会、新聞社や諸団体の義捐金を扱い、４節
では閣議決定によって義捐金が罹災救助基金と同等の扱
いを受けたと指摘する。
終章「帝都復興計画の行方」では、１節で臨時議会で
の復興予算が削減経緯と都市計画官僚や社会局官僚が復
興計画立案に果たした役割、2 節では山本内閣総辞職後
の復興への取り組みを扱い、3 節では後藤新平日記から
震災直後の朝鮮人問題の情報入手と政友会による復興予
算削減への感想を紹介する。
それぞれ、長年の非文字、文字両分野の史料調査に裏
付けられた叙述がなされており、現在の震災研究の第一
線を示す成果である。以上のようにかなり多様な内容を
含んでいながら、本書の冒頭では「本書は関東大震災の
震災地東京の避難民の動きを追ったものである」とされ
る。しっかりとした調査に基づく第 2 ～４章の内容を示
すには適切だが、本全体の性格規定としては、やや違和
感が残る。しかし、都市計画とか行政担当者の方を向き
がちな震災研究のなかで著者の視点は一貫して一般の被
災者に向けられており、その点で正しい表現であるとい
えよう。本書を読んで改めて震災そのもの、それをめぐ
る史料、そして研究課題の多様さを確認させられるが、
震災への関心が深まっている好機に氏の良質の研究成果
が入手しやすい形でまとめられたのは、これからの研究
の発展のためにも、多くの人々の震災への理解を深める
上でも何よりである。
北原糸子著『関東大震災の社会史』（朝日選書）
（東京大学大学院人文社会系研究科　准教授　鈴木 淳）
書 評
